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財政事情の公表 
消防団入退団式の開催
特定健診を必ず受診しましょう !!
人権擁護委員制度をご存じですか
自動車税について
国民年金インフォメーション
教育委員会だより
お知らせ
社協だより
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No.484

槻木「春の御大師祭り」でのおもてなし
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国
民
健
康
保
険
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平成 20 年度
発行予定額

平成 19 年度
末 現 在 高

平成 20 年度
発行予定額

平成 19 年度
末 現 在 高
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　65 歳以上で公的年金を受給されている方の納税の利便性の向上と、行政事務の効率化を図るため、これま

で納付書や口座振替で納めていただいた公的年金等に係る個人住民税を、平成 21 年 10 月から公的年金が支

給される際に天引きにより納める「特別徴収」制度が開始されます。

ただし、公的年金等を受給されるすべての方ではございませんので、ご注意下さい。
◆対象となる方

　個人住民税の納税義務者であって、前年中に公的年金等の支給を受け、当該年度の初日（４月１日）におい

て、老齢基礎年金などの公的年金を受けている 65 歳以上の方。

　ただし、次のいずれかに該当する方は、今までと変わりありません。

　①　老齢基礎年金などの公的年金の年間給付額が 18 万円未満の方

　②　特別徴収される個人住民税額が公的年金から引ききれない方

　③　介護保険料が公的年金から特別徴収されていない方

◆対象となる公的年金

　個人住民税の特別徴収は、介護保険料が特別徴収されている老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金等

（遺族年金、障害年金は除く）。

◆特別徴収される時期と徴収方法

　平成 21 年 10 月に支給される公的年金から、個人住民税の特別徴収が始まります。

　対象となる方には、平成 21 年６月上旬に「納税通知書兼税額決定通知書」により、特別徴収される公的年

金や税額などをお知らせします。

【お問い合わせ先】多良木町役場税務課　☎４２－１２５４（直通）

平成２１年１０月から　65歳以上の方の
公的年金からの個人住民税の特別徴収が始まります

【平成 21年度（特別徴収が始まる年度）の住民税】
　年税額の２分の１相当額を、６月と８月に普通徴収（納付書払いまたは口座振替）で納めていただき、残りの２分
の１相当の税額を 10 月以降に支給される公的年金から３回に分けて特別徴収します。《年金収入だけの方の場合です》

※毎年度、新たに特別徴収の対象となる方は、上記の徴収方法となります。

【平成 22年度（特別徴収が始まった年度の翌年度以降）の住民税】
　平成 21 年度（前年度）の２月に特別徴収した額と同じ額を８月まで引き続き特別徴収（これを「仮徴収」といいま
す）し、平成 22 年度（当年度）の年税額から仮徴収額の合計額を差し引いた残りの税額を 10 月以降に支給される公
的年金から３回に分けて特別徴収します。

普通徴収（納付書払いまたは口座振替） 特別徴収（支給される公的年金からの天引き）

平成２１年６月 ８月 １０月 １２月 平成２２年２月

年税額の２分の１相当額を２回に分割して徴収 年税額の２分の１相当額を３回に分割して徴収

特別徴収（支給される公的年金からの天引き）

仮　　徴　　収 本　　徴　　収

平成２２年４月 ６月 ８月 １０月 １２月 平成２３年２月

平成２１年度（前年度）の２月と同じ額を３回徴収 年税額から仮徴収の合計額を差し引いた額を３回に分
割して徴収



固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
沖
田
貞
美
さ
ん

子
育
て
支
援
策
が
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
拡
大
さ
れ
ま
し
た
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多
良
木
町
消
防
団
入
退
団
式
の
開
催

―
 

女
性
消
防
隊
に
よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露 ―

　

四
月
五
日
（
日
）
多
目
的
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
一
帯
で
、
多
良
木
町
消
防

団
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
退
団
式
で
は
、
今
回
退
職
さ
れ

た
六
名
の
分
団
長
へ
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、
五
名
の
団
員
へ
日

本
消
防
協
会
長
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
新
分
団
長
は
じ
め
、

二
十
四
名
の
新
入
団
員
を
含
む
百
二

名
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
金
子
貴
範

さ
ん
（
二
分
団
三
部
）
が
「
忠
実
に

消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
宣
誓
し
、
そ
の
後
町
長

式
辞
、
団
長
訓
辞
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
は
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐

車
場
で
女
性
消
防
隊
に
よ
る
軽
可
搬

ポ
ン
プ
操
法
の
披
露
が
な
さ
れ
、
き

び
き
び
と
し
た
動
き
に
男
性
団
員
も

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
退
職
分
団
長
】（
敬
称
略
）

　

前
二
分
団
長　
　

一
栁　

正
博

　

前
三
分
団
長　
　

渕
田　

和
彦

　

前
七
分
団
長　
　

那
須　

一
郎

　

前
八
分
団
長　
　

黒
木　

峰
幸

　

前
十
一
分
団
長　

森
田　

倉
蔵

　

前
十
二
分
団
長　

平
野　

幸
夫

【
新
分
団
長
】（
敬
称
略
）

　

二
分
団
長　
　
　

西　
　

丈
志

　

三
分
団
長　
　
　

村
山　
　

直

　

七
分
団
長　
　
　

尾
前　

徳
章

　

八
分
団
長　
　
　

宮
原　

万
幸

　

十
一
分
団
長　
　

源
島　

竜
之

　

十
二
分
団
長　
　

源
嶋　

幸
治

【
日
本
消
防
協
会
長
被
表
彰
者
】

■
精
績
章　

二
名
（
敬
称
略
）

　

副
団
長　
　
　

杉
野　

博
昭

　

前
八
分
団
長　

黒
木　

峰
幸

■
勤
続
章　

三
名
（
敬
称
略
）

　

尾
方　

克
好
（
一
分
団
）

　

豊
永　

重
継
（
八
分
団
）

　

一
ノ
瀬
武
久
（
八
分
団
）

▲辞令が交付された新分団長の６名

▲グラウンドで規律訓練も行なわれました

▲きびきびとした動きを披露する女性消防隊の軽可搬ポンプ操法

　

四
月
一
日
か
ら
出
生
祝
い
金
の
支
給

が
、
こ
れ
ま
で
の
「
第
三
子
」
に
変
わ

り
、「
第
一
子
」
の
出
生
か
ら
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
六
日
（
月
）、
そ
の
支
給
第
一

号
に
な
ら
れ
た
竹
下
昌
宏
（
多
三
区
の

一
）
さ
ん
へ
松
本
町
長
か
ら
出
生
祝
い

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
七
日
（
火
）、
役
場
応
接
室
に

お
い
て
、
松
本
町
長
か
ら
沖
田
貞
美
さ

ん
（
多
七
区
の
二
）
へ
多
良
木
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
任
期
三

年
）
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
田
さ
ん
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
係
る
審
査
申
出
な
ど
の
審
査
を
行
わ

れ
ま
す
。

　

四
月
一
日
か
ら
、
竹
下
保
正
さ
ん

（
久
五
区
）
が
行
政
相
談
委
員
（
任

期
二
年
）
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
下
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

▲出生祝い金を受け取られる竹下さん（右）▲委嘱状を手にされる沖田さん（右）
▲行政相談委員になられた
　竹下さん

　

前
任
の
前
田
英
敏
さ
ん
、
四
年

間
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

行
政
相
談
委
員
に
竹
下
保
正
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
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上
村
房
子
さ
ん
交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
賞

▲表彰を受けられた上村さん

　

多
良
木
十
区
の
二
の
上
村
房
子
さ

ん
が
、
今
年
の
一
月
十
六
日
に
東
京

都
で
開
催
の
「
第
四
十
九
回
交
通
安

全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
で
、
交
通

栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
二
十
年
以
上
の
運
転
経

歴
を
有
し
、
過
去
二
十
年
間
無
事
故
、

過
去
十
年
間
交
通
違
反
・
そ
の
他
罰

金
以
上
の
犯
罪
歴
に
該
当
し
な
い
優

良
運
転
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
特

に
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
町
の

交
通
指
導
員
と
し
て
、
交
通
安
全
の

推
進
や
教
育
活
動
を
永
年
続
け
ら
れ

て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

表
彰
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

下
槻
木
の
弘
法
大
師
坐
像
が

開
帳
さ
れ
ま
し
た

　

四
月
十
六
日
（
木
）、
下
槻
木
の

御
大
師
堂
内
に
鎮
座
さ
れ
る
木
造
弘

法
大
師
坐
像（
県
指
定
重
要
文
化
財
）

が
、「
春
の
御
大
師
祭
り
」
に
あ
わ

せ
て
開
帳
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
坐
像
は
、
ヒ
ノ
キ
の
一
木
造

り
で
像
高
五
十
六
㎝
、
台
座
墨
書
に

よ
る
と
応
永
十
九
年（
一
四
一
二
年
）

仏
師
秀
泉
の
作
で
、
普
段
は
拝
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
日
は
、
参
拝
者
に
対
し
、
特

別
に
町
の
臨
時
バ
ス
が
運
行
さ

れ
、
短
い
募
集
期
間
に
も
係
わ
ら
ず

七
十
一
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
は
、
坐
像
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
槻
木
地
区
の
方
々
に
よ

る
、
お
に
ぎ
り
・
漬
物
・
筍
な
ど
、

山
の
幸
の
も
て
な
し
に
感
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

多
良
木
町
に
寄
附
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た

　

四
月
二
十
三
日
（
木
）、
多
良
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
向
江
富
士
夫

会
長
）
か
ら
多
良
木
町
へ
五
万
円
の

寄
附
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
今
年
一
月

に
開
催
し
た
新
年
会
の
バ
ザ
ー
の
益

金
を
贈
っ
た
も
の
で
、
こ
の
日
、
向

江
会
長
と
役
員
四
名
（
成
松
洋
里
さ

ん
、
山
村
正
統
さ
ん
、
松
下
正
壽
さ

ん
、
多
武
孝
浩
さ
ん
）
が
役
場
を
訪

れ
、「
多
良
木
町
の
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
松
本
照
彦
町

長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
町
長
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

多
良
木
え
び
す
物
産
館

９
周
年
記
念
祭

　

四
月
二
十
六
日
（
日
）、
多
良
木

え
び
す
物
産
館
（
横
瀨
榮
組
合
長
）

の
九
周
年
記
念
祭
が
、
同
物
産
館
一

帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
つ
き
た

て
の
餅
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
販
売
が

行
わ
れ
、
販
売
開
始
前
か
ら
列
が
で

き
る
ほ
ど
、
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
限
定
で
だ
ご
汁
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
、
景
品
付
き
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
良
木
町
管
工
事
組
合
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　

四
月
二
十
八
日
（
火
）、
多
良
木

町
管
工
事
組
合
（
岩
野
博
組
合
長
）

が
、
町
内
の
公
共
施
設
十
一
ヶ
所
に
、

「
節
水
コ
マ
」
を
取
り
付
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

節
水
コ
マ
は
、
上
水
道
の
蛇
口
内

部
に
取
り
付
け
る
ゴ
ム
製
の
節
水
用

の
部
品
で
、
参
加
し
た
十
の
事
業
所

の
方
々
は
、
四
班
に
分
か
れ
て
、
手

際
よ
く
約
百
個
の
節
水
コ
マ
を
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

㈱
岩
昭
電
機
、
㈱
九
電
工
多
良
木

営
業
所
、
㈲
愛
瀬
電
機
水
道
、
㈱
尾

前
電
気
設
備
、
㈲
米
村
電
気
設
備
、

㈲
鶴
田
電
気
設
備
、
㈲
助
廣
管
設
備
、

肥
後
環
境
㈱
、
㈲
中
村
電
設
、
松
下

建
設
㈱
の
み
な
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、他
に
多
良
木
町
軍
恩
会（
上

原
丸
夫
会
長
）、
多
良
木
二
区
の
二

の
神
瀬
昇
様
よ
り
、
金
一
封
の
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
披
露
申

し
上
げ
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲開帳された坐像を拝まれる方々

▲寄附金を手渡す向江会長（右）

▲多くの買い物客で賑わうえびす物産館

▲町民大集会場での取り付け様子
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受け忘れていませんか？　特定健診

【お問い合わせ先】多良木町役場健康・保険課　電話４２－１２５５（直通）
　　　　　　　　　多良木町保健センター　　　電話４２－１１００（直通）

年1回
しましょう！！

特定健診を
必ず受診

健診は、あなたの健康のバロメーター

　平成20年度からスタートした特定健康診査（特定健診）。
　メタボリックシンドローム（メタボ）に着目したこの新しい健診は、40～75歳未満のすべての人
が受けることになっています。
　しかし、新年度では加入する医療保険者が健診の実施主体になり、健診の受け方が今までと
変わる場合もあるためか、受け入れ、また面倒だからと未受診の人が少なくありません。
　健診は、生活習慣病を始めとする病気を防ぐために欠かせないものです。また、特定健診では
未受診者が多いと保険税（料）が上がる可能性があります。また、そもそも病気になってしまうと家
計にも負担となり、医療費の増加にもつながります。
　対象年齢の人は特定健診を必ず受けて、健康づくりに活かしましょう！！
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人権擁護委員制度をご存じですか
６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。

育てよう　一人一人の　人権意識
～身近なことから人権を考えてみませんか～

　全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を
中心として皆さんとともに一層の人権尊重思想の啓発に努めることを申し合わせてお
ります。
　私たちの町には、法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員がおられます。
■人権擁護委員（敬称略）
　・竹下　和子　　多良木 246 番地 7（３区の２）
　・那須　弘文　　多良木 1579 番地（２区の１）
　・緒方　昌美　　黒肥地 1678 番地（１区）
　・田山　行良　　久米 1 番地 5（４区）
　・佐伯　孝子　　奥野 1163 番地（７区）

相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。

自 動 車 税 に つ い て
【自動車税の納付は６月１日までに】
　自動車税の納税通知書を５月１日付けでお送りします。納期限の６月
１日（月）までに、最寄りの金融機関やコンビニエンスストア、各地域
振興局税務課、熊本県税事務所、自動車税事務所で納めていただきます
ようお願いします。
　また、御自宅のパソコン等を利用して、クレジットカード（VISA、
Master）による納付も出来ますので是非ご活用下さい。（Yahoo 公金支払
い：http://koukin.yahoo.co.jp/）

【環境への配慮から自動車税の税額が増減されます】
　環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さい自動車（新車）は登録の翌
年度の自動車税が軽減され、一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加算され
ます。
＊平成２１年度に自動車税が加算（約１０％）される自動車
　・ガソリン・LPG 車　平成８年３月３１日以前の初度登録のもの
　・ディーゼル車　　　平成１０年３月３１日以前の初度登録のもの

【お問い合わせ先】熊本県球磨地域振興局　税務課
　電話：０９６６－２４－５７９３　　ＦＡＸ：０９６６－２４－７７９８
　電子メール：kusouzeimu@pref.kumamoto.lg.jp
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国民年金インフォメーション

☎　多良木町役場　健康・保険課　電話４２－１２５５（直通）

あなたも国民年金を
増やしませんか？

これから国民年金を受けようとしている
６０歳以上　６５歳未満の方へ

　国民年金の老齢基礎年金額は、満額で７９２，１００円（平成２０年度）ですが、
これを受け取るためには、２０歳から６０歳までの４０年間（４８０月）の国民
年金保険料を完納しなければなりません。

　昭和６１年３月以前のサラリーマン世帯の専業主婦や平成３年３月以前の学生
については、国民年金へ加入するかどうかは、ご本人の意思で決められていました。
国民年金に加入していなかった期間や、やむを得ない事情により国民年金保険料
を納められなかった期間は、それに応じて年金額も少なくなります。

　このため、国民年金には、ご本人の申し出により“６０歳～６５歳未満”の５年間、
保険料を納めることで６５歳から受け取れる老齢基礎年金を増やすことができる

［任意加入制度］があります。

国民年金の任意加入の対象者は？
（老齢基礎年金を増やしたい方など）

つぎの①～③のすべての条件を満たす方が [ 任意加入 ] の対象者となります。
　①　国内に住所を有する６０歳以上６５歳未満の方
　②　老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方
　③　２０歳から６０歳までの年金保険料の納付月数が４８０月未満の方

☞

毎月の保険料はいくら？

　国民年金の保険料は、月額１４，６６０円（平成２１年度）です。保険料
の前払いにより割引される前納制度もあります。（保険料の納付方法は原則
口座振替になります。）

☞
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教 育 委 員 会 だ よ り
多良木町の文化財

■　土屋横穴墓
昭和３６年７月１８日町指定（史跡）
所在地　多良木町大字黒肥地字坂田
　牛繰川に向って南面する凝灰岩の崖面に掘ら
れた 3 個の横穴古墳です。
　西側の一号墳の玄室は、ほぼ長方形の平面
を し て お り、 奥 行
240cm、幅 168cm、天
井高 114cm で、二号
墳、三号墳の構造は
一号墳とほぼ同じ造
りをしています。

“ 久米小学校にヒノキの机と椅子が３７セット寄贈される”

　成人式を迎えられる皆様のご参加をお待ちします。
　多良木町成人式を挙行するにあたり、下記のよう
に運営委員を募集します。

記
１　申 込 先　多良木町教育委員会
２　申込締切　平成２１年６月２６日（金）
３　申込方法　窓口、電話、FAXで受付ます。
４　任務内容　成人式の運営
　　　　　　　式当日や当日までの
　　　　　　　企画運営を行います。

あなたのアイデアで心に残る成人式をつくりあげましょう。
　　　　　問合せ先
　　　　　　電話 ４２－１２６７
　　　　　　FAX ４２－２２９３　担当　橋本まで

平成２２年成人式運営委員募集

　4 月 20 日に、グリーンサンタ基金（東京都）から
久米小学校にヒノキの机と椅子が寄贈されました。同
基金は、大手デパートなど企業からの協賛金や寄付金
で、国産の間伐材で作られた学習机等を贈るなど、豊
かな森の育成を目指して社会貢献事業を行っている
団体です。
　久米小学校は、平成１７年度から学校敷地に隣接す
る学校林「学びの森」の整備を進め、これを生かした
環境教育の取組みや樹木学習など独自の活動を行っ
ており、これが評価されて
の寄贈となったものです。
　今後も、学校の特長、独
自性を生かした取組みに期
待しております。
　おめでとうございました。

　４月２３日の子ども読書の日にあわせ、４月２５日
( 土 ) に “「子ども読書の日」おはなし会 ” が多良木町保
健センターで開催されました。
　おはなし会では、図書室ボランティア 風 のメンバー
による、絵本の読み聞かせやアウリスグロッケンという
北欧の鉄琴を交えたお話のほか、熊日童話会のメンバー
による口演童話やパネルシアターが披露され、発表者が
技巧を凝らし、参加した子どもから大人まで楽しいひと
時をすごしました。

「子ども読書の日」おはなし会が開催されました

　第 54 回青少年読書感想文全国コンクール（社団
法人全国学校図書館協議会、毎日新聞社主催）中
学校の部において、前田藍花さん（当時 1 年生）が
入選賞を受賞されました。
　今回の受賞、まことにおめでとうございます。本
との出会いは、自分の人生を大きく左右するほどの
力があると言われます。前田さんも、『人生の光を
求めて』（大野勝彦著）を読んで、これからの自分
の人生を充実させるうえで大きな示唆 ( しさ ) を受け
たと書いておられます。困難に立ち向かう前向きな
姿勢、忍耐力、周りの人々の支え、それらに対する
感謝の念など多くのことを学ばれたようです。
　前田さんの人生は前途洋洋たる
ものですが、人の一生には何が起
こるかわかりません。
　困難に遭遇したとき、今回の読
書で学んだことを糧 ( かて ) とし
て、力強く乗り越えていかれるこ
とを祈っています。

（多良木町教育委員会）

多良木中学校２年生　前田藍花さんが「青少年
読書感想文全国コンクール入選に入賞しました

多良木中学 2 年生
前田藍花さん

「早ね、早おき、朝ごはん」
　子どもたちが健やかに成長し
ていくためには、適切な運動、
調和のとれた食事、十分な休養・
睡眠が大切です。子どもの基本
的生活習慣の確立や生活リズム
の向上に努めるよう保護者の
方々の御協力をお願いします。

口演童話 アウリスグロッケンとおはなし

絵本の読み聞かせ パネルシアター

人権メッセージ
ガンバレ！！じゃなく、
“がんばったね”に元気が出た！！
熊本県人権センター発行
人権メッセージ ～伝えよう　広げよう　みんなの想い～ より
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お
知
ら
せ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

知
的
障
が
い
者
巡
回
相

談
の
開
催

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

熊
本
県
「
食
育
子
ど
も
特

派
員
」
の
募
集
に
つ
い
て

球
磨
養
護
学
校

学
習
体
験
・
見
学
会
の
開
催

【
期　

日
】
六
月
十
二
日
（
金
）

【
場　

所
】
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興

局　

大
会
議
室
・
中
会
議
室

【
留
意
事
項
】

①
知
的
障
が
い
児
の
巡
回
相
談
に
つ

い
て
は
、
八
代
児
童
相
談
所
の
管
轄

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
巡
回
相

談
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

②
希
望
者
は
、
五
月
二
十
日
（
水
）

ま
で
に
多
良
木
町
役
場
町
民
福
祉
課

福
祉
係
（
電
話
四
二―

一
二
五
六
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

‐
請
求
期
限
が
二
年
間
延
長
さ
れ
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
り
ま
し
た
。
‐

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

　

御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら

の
御
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
一
〇
〇―

八
九
二
六　

東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
二―

一―

二　

総
務

省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室　

業
務

担
当　

電
話
〇
三―

五
二
五
三―

五
一
八
二
（
直
通
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三

―
五
二
五
三―

五
一
九
〇

　

県
で
は
、
食
に
関
す
る
身
近
な
体

験
談
や
感
想
を
送
っ
て
い
た
だ
く
小

中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
書
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

市
町
村
に
あ
り
）
ま
た
は
葉
書
に
、

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電

話
番
号
、
や
り
た
い
こ
と
等
を
書
い

て
、
申
し
込
み
ま
す
。（
募
集
人
員

は
百
名
、
小
学
生
は
三
年
生
以
上
で

す
。）

●
募
集
期
間
は
、六
月
三
十
日
（
火
）

ま
で
で
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
八
六
二―

八
五
七
〇
（
住
所
記
入

不
要
）
熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費

生
活
課　

電
話
〇
九
六―

三
三
三

―

二
二
八
九　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
九
六―

三
八
二―

七
四
〇
三

熊
本
県
民
間
住
宅
耐
震

対
策
事
業
の
実
施

平
成
二
十
一
年
経
済
セ
ン

サ
ス   

基
礎
調
査
の
実
施

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に

必
要
な
書
類
を
六
月
一
日
ま
で
に
事

業
主
の
皆
様
へ
送
付
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り
、申
告
・

納
付
の
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
七
月

十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
熊
本
労

働
局
労
働
保
険
徴
収
室
又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
、
若
し
く
は
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
か

郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
七
月

十
日
に
か
け
て
県
内
各
地
で
集
合
受

付
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険

料
申
告
書
」
を
作
成
の
う
え
、
集
合

受
付
会
場
で
申
告
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

「
国
」
で
保
険
料
を
決
定
す
る
ほ
か
、

追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
様
で
、
ま

だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談

の
う
え
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室　

電
話
〇
九
六―

二
一
一―

一
七
〇
二

　

次
の
と
お
り
熊
本
県
立
球
磨
養
護

学
校
の
「
学
習
体
験
・
見
学
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
期　

間
】
六
月
、
九
月
、
十
月
に

随
時
、
個
別
に
実
施

【
会　

場
】
球
磨
養
護
学
校

【
対
象
者
】
①
人
吉
、
球
磨
、
水
俣
、

芦
北
地
区
の
四
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

担
任
の
方
々

②
来
年
度
本
校
高
等
部
受
検
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
々

【
内　

容
】
施
設
・
設
備
の
見
学
、

学
習
見
学
や
体
験
、
教
育
相
談

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
球
磨
養
護
学
校
（
担
当
者:

教

頭　

徳
永
次
郎
）

電
話
四
二―

三
七
九
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
二―

六
九
三
八

【
事
業
概
要
】
県
内
の
住
宅
所
有
者

の
求
め
に
応
じ
、
建
築
士
の
資
格
を

有
す
る
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
、
簡
易
調
査
に
よ
る
一
般
診

断
法
を
基
本
と
し
た
耐
震
診
断
を
実

施
。（
本
年
度
百
二
十
戸
予
定
）

【
対
象
住
宅
】
県
内
の
昭
和
五
十
六

年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着
工
し
た

戸
建
木
造
住
宅

【
申
込
受
付
】
六
月
一
日
（
月
）
午

前
九
時
か
ら

【
派
遣
費
用
】
一
件
当
た
り
、
二
千

円
を
負
担

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人　

熊
本
県
建
築
士
事
務

所
協
会
事
務
局　

電
話
〇
九
六

―

三
七
一―

二
四
三
三　

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
六―

三
七
一―

二
四
五
〇

　

七
月
一
日
、
経
済
セ
ン
サ
ス
︲
基

礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業

が
調
査
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計

調
査
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
・
熊
本
県
・
多
良
木
町



町長交際費の支出状況 （Ｈ 21. 4. 1 ～ 4. 30）

５月の納税
軽自動車税

健康保険税　１期
百太郎溝費　前期

の納入月です

人のうごき （４月１日現在）

人　口    １１，０９９人
男　　５，１９６人
女　　５，９０３人

出生  １人　　死亡  １６人
転入７２人　　転出１３８人

世帯数 ３，８６２世帯
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No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先

1
4/1　くま川鉄道観光列車歓迎
時花束代

3,000円 岩奥生花店

2
春の全国交通安全運動広告料

（4/7 掲載）
5,250円 ㈱人吉新聞社

春の行政相談の開催
　次のとおり行政相談が開催され
ます。相談は無料で、秘密は固く
守られます。
　お気軽にご相談ください。
■期　日　５月１８日（月）
　　　　　５月１９日（火）
■時　間　午前９時～正午
■場　所　多良木町研修センター
　　　　　１階ロビー
■内　容　国や県・町の行政に対

する意見や要望など
■お問い合わせ先
　多良木町役場町民福祉課
　電話４２－１２５６（直通）

多良木町役場の窓口を毎週火・木曜日に午後７時まで開庁しています！（祝日を除く）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42-6111（内線 210または231）

交通事故統計（４月末日現在） 
（　）内は対前年比

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

3,399
16

5

（－248）
（－13）

（－1）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

29
1
1

（＋3）
（＋1）
（＋1）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

4,393
19

7

（－250）
（－22）

（－2）

期　日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨郡・人吉地区）

5月24日
そのだ医院
湯前町　　43-2063

酒瀬川内科
錦町　　   38-0050

公立多良木病院
多良木町　42-2560

5月31日
宮原医院
多良木町　42-2082

小川整形外科医院
錦町　　   38-3455

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

6月 7日
渡辺医院
多良木町　42-2541

増田耳鼻咽喉科クリニック
あさぎり町　45-8001

たかはし小児科内科医院
人吉市　　24-2222

6月14日
横山医院
多良木町　42-2132

小林クリニック
錦町　　   38-5670

堤病院附属九日町診療所
人吉市　　22-2251

6月21日
仁田畑クリニック
多良木町　42-1123

こんどう整形外科医院
あさぎり町　45-6555

増田クリニック
人吉市　　22-3570

6月28日
井口医院
多良木町　42-5570

ほづみ皮膚科医院
錦町　　   26-5300

公立多良木病院
多良木町　42-2560

球磨郡医師会休日在宅医当番表
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国家公務員中途採用者選考試験の日程等
　人事院及び各府省では、国家公務員中途採用者選考試験（再
チャレンジ試験）を実施します。

【受  験  資  格】昭和 44 年 4 月 2 日
                　　　　～昭和 55 年 4 月 1 日生まれの者

【受付予定期間】平成 21 年 6 月 23 日（火）～ 30 日（火）
【１  次  選  考】平成 21 年 9 月 6 日（日）
■受験案内等の請求方法（※５月中旬配布予定）

返信用封筒（角形２号・Ａ４判、１４０円分の切手貼付、あ
て先及び「中途採用」明記）を同封した封筒に、「中途採用請求」
と朱書きし、下記問い合わせ先へ送付してください。

■お問い合わせ先
  人事院九州事務局第二課試験係
  〒 812-0013　福岡市博多区博多駅東 2-11-1
  Tel：092-431-7733　Fax：092-475-0565
  URL　http://www.jinji.go.jp/

■診療時間は、午前 9 時から午後 5 時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。



再生紙を利用しています。

社会福祉協議会
会費納入のお願い
　社会福祉協議会では、

「ともに支えあう福祉の
町づくり」を目指して事
業を推進しておりますが、
社協の運営費は町からの
補助金並びに町民の皆様
からの寄付金や社協会費
等で支えられています。
　毎年ご協力いただいて
おります社協会費につき
ましては、住民相互の福
祉の向上のために皆様の
賛同をいただき、会員と
して 1 戸あたり年間 300
円の会費の納付をお願い
するものであります。
　会費収入につきまして
は、ボランティア育成事
業、歳末たすけあい見舞
金、福祉団体交流スポー
ツ祭、いきいきサロン、
老人福祉、障害児・者福
祉、児童・青少年福祉、
母子・父子福祉、福祉育
成援助活動費等の経費
の一部として使用させて
いただいております。
　本 年度も皆様のご 理
解をいただき、本町の地
域福祉事業を推進してま
いりたいと思いますので、
平成 21 年度の社協会費
へのご協力をお願い致し
ます。

ご あ い さ つ
　４月１日付人事異動により、多良木町社会福祉協議会
事務局長として勤務することになりました。事務局で主

に会計事務を１２年間、平成１２年から９年
間は介護保険業務に従事して参りましたが、
今後は社協の事務局長として地域福祉の向上
のために一所懸命頑張る所存でございます。
皆様方の温かいご指導、ご協力をどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

善
意
の
灯 

  

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
に
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
浄
財
は
、
慎
重
に
考
慮
の
う
え
本

町
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
有

効
適
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

  

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

　

坂　

本　

一　

郎（
黒
三
区
）

　

猪　

口　

孝　

光（
黒
東
九
区
）

　

安　

永　

鶴　

雄（
多
十
区
の
二
）

　

渕　

田　

十
四
勝（
多
二
区
の
一
）

　

小　

山　

祐　

子（
多
二
区
の
一
）

　

城　

本　

ヒ　

ロ（
多
六
区
の
三
）

　

吉　

村　

幸　

也（
黒
八
区
）

社協だより
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編
集
・
発
行
／
〒
八
六
八
ー
〇
五
九
五　

  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
一
六
四
八　

多
良
木
町
役
場
企
画
観
光
課　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
六
六
）
四
二
ー
一
二
五
七　

    

発
行
日
／
平
成
二
十
一
年
五
月
十
四
日

  

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日

頃
か
ら
ご
家
族
の
介
護
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
対
象

に
、
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
同

士
の
情
報
交
換
と
日
頃
の
気
分

転
換
を
目
的
と
し
て
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
も
、
春
の
穏
や
か
な
天

候
に
恵
ま
れ
、
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル

菊
池
高
原
で
は
一
面
の
芝
ざ
く

ら
や
、
美
し
い
花
を
眺
め
、
阿

蘇
の
風
景
を
眺
望
し
た
後
、
ホ

家族介護者のリフレッシュ事業

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
全
国
的
に
毎
年

五
月
の
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
に
あ
わ

せ
、「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」
を
展
開
し
、

年
額
五
百
円
以
上
の
社
資
の
ご
協
力
と
と

も
に
赤
十
字
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

納
入
さ
れ
ま
し
た
社
資
は
、
日
本
赤
十

字
社
熊
本
県
支
部
に
納
付
し
、
人
道
・
博

愛
の
精
神
を
基
調
と
し
た
次
の
よ
う
な
広

範
多
岐
に
わ
た
る
赤
十
字
活
動
の
貴
重
な

財
源
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

災
害
救
護
活
動　

被
災
地
に
お
い
て
、
迅

速
に
被
災
者
・
傷
病
者
を
救
護
し
ま
す
。

ま
た
、
救
援
物
資
等
を
備
蓄
し
、
被
災
者

に
配
分
し
ま
す
。

国
際
活
動　

世
界
中
の
紛
争
・
災
害
・
病

気
で
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
、
国
境
や

人
種
・
宗
教
を
越
え
て
緊
急
救
援
や
復
興

支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

命
を
救
う
、
力
を
合
わ
せ
よ
う

〜
思
い
や
り
の
心
を
大
き
な
行
動
に
、あ
な
た
の
力
を
赤
十
字
に
〜

「
赤
十
字
運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

救
急
法
等
の
講

習　

人
々
の
生

命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
様
々
な
講
習
を
行
い
必
要
な
知

識
や
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団　

全
国
で
二
百
十
四
万
人

の
方
々
が
、
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
育
成　

全
国
の
幼
稚
園
・

保
育
所
・
小
中
高
な
ど
教
育
の
現
場
で
二

百
六
十
八
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
力
を
育

ん
で
い
ま
す
。

医
療
活
動
等　

赤
十
字
病
院
の
設
置
を
は

じ
め
、
献
血
な
ど
の
血
液
事
業
や
予
防
医

学
の
拠
点
と
し
て
健
康
管
理
増
進
事
業
等

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

テ
ル
で
の
昼
食
会
や
温
泉
入
浴
な
ど
、

一
日
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

社
資
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
長
さ

ん
や
婦
人
会
の
方
々
に
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事務局長
塩塚　和代

　

今
回
新
た
に
、
社
協
事
務
局
に
一

名
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
三

名
の
職
員
を
迎
え
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
た
な

職
員
を
迎
え
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

福
祉
、
介
護
保
険
事
業
の
推
進
と
充

実
に
向
け
職
員
一
丸
と
な
り
頑
張
っ

新
人
職
員
の
ご
紹
介事務局職員

椎葉　尚子

デイサービス職員
佐伯　朝美（写真左）、吉田　泰蔵（写真中央）
中嶋早優了（写真右）

て
行
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。


